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　野沢保育所の子どもたちが、オリジナルのこ 
いのぼりづくりに挑戦しました。 
　先生の説明を聞きながら、ハサミやシールを 
上手に使い、うろこなどを丁寧に作り上げてい 
きました。 
　思いどおりに出来上がったこいのぼりに、子 
どもたちはとても満足していました。 

こいのぼりのようにすくすくと 

●特集 
　平成16年度予算のあらまし……………………Ｐ2～4 
●知っていますか？サルのこと…………………Ｐ5 
●健康な土づくり活動……………………………Ｐ6 
●満百歳おめでとうございます…………………Ｐ8

（平成16年） 
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国
の
平
成
十
六
年
度
予
算
編
成
の
 

基
本
方
針
は
、
歳
出
を
前
年
度
の
水
 

準
以
下
に
、
国
債
発
行
額
も
極
力
抑
 

え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
 

地
方
自
治
体
の
歳
入
の
大
半
を
占
め
 

る
地
方
交
付
税
は
、
市
町
村
の
合
併
 

に
関
係
な
く
大
幅
な
減
額
が
予
想
さ
 

れ
、
本
町
の
財
政
運
営
に
も
大
き
な
 

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
 

本
町
の
平
成
十
六
年
度
当
初
予
算
編
 

成
は
、『
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
康
の
 

ま
ち
』を
町
政
の
基
本
理
念
と
し
て
、
 

町
民
の
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
に
焦
点
 

を
当
て
た
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
 

く
こ
と
を
念
頭
に
編
成
し
ま
し
た
。
 

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
 

億
５
　
５
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
 

比
２
・
６
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
 

  『
歳

入
』
 

　
歳
入
の
項
目
別
の
構
成
比
率
は
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
が
最
も
多
く
、
次

い
で
町
債
、
町
税
、
繰
入
金
、
県
支

出
金
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
町
税
に
つ
い
て
は
、
景
気
低
迷
と
 

減
税
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
が
あ
っ
た
も
 

の
の
、
上
野
尻
発
電
所
の
増
設
に
よ
 

る
固
定
資
産
税
の
伸
び
で
対
前
年
比
 

９
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
 

た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
過
 

大
見
積
と
な
ら
な
い
よ
う
対
前
年
比
 

　
・
０
％
の
減
で
見
込
み
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
様
々
な
住
民
生
活
に
密
接
 

し
た
事
業
を
進
め
る
た
め
、
財
政
調

整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
や
交
付

税
措
置
の
あ
る
過
疎
債
や
辺
地
債
な

ど
の
町
債
の
活
用
も
図
り
ま
し
た
。
 

  『
歳

出
』
 

　
歳
出
を
目
的
別
に
見
る
と
、
公
債
 

費
が
最
も
多
く
、
次
い
で
総
務
費
、
 

土
木
費
、
民
生
費
、
農
林
水
産
費
、
 

衛
生
費
、
教
育
費
の
順
に
な
っ
て
お
 

り
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 総
務
費
―
―
 

 
 
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
 

 
ネ
ッ
ト
運
営
費
や
温
泉
施
設
・
さ
 

 
ゆ
り
公
園
な
ど
の
施
設
管
理
費
、
 

 
生
活
バ
ス
運
行
費
の
ほ
か
、
本
年
 

 
度
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
『
国
際
 

 
芸
術
村
事
業
』
に
係
る
経
費
を
新
 

 
た
に
計
上
し
ま
し
た
。
 

 土
木
費
―
―
 

 
 
野
沢
・
新
郷
・
奥
川
間
の
大
幅
 

 
な
時
間
短
縮
を
図
る
『
西
会
津
町
 

 
縦
貫
道
路
』（
野
沢
柴
崎
線
）
を
始
 

 
め
、野
沢
安
座
線
、小
山
松
峯
線
、
 

 
出
戸
上
村
一
号
線
の
継
続
事
業
の
 

 
ほ
か
、
新
た
に
下
野
尻
宝
川
線
、
 

 
徳
沢
二
号
線
に
つ
い
て
も
整
備
を
 

 
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

民
生
費
・
衛
生
費
―
―
 

　
　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
 

　
よ
る
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
一
層
の
推
 

　
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
高
齢
 

　
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
事
 

　
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
事
 

　
業
、
高
齢
者
等
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
 

　
業
等
の
ほ
か
、
健
康
寿
命
延
伸
事
 

　
業
に
係
る
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
 

 農
林
水
産
業
費
―
―
 

 
 
健
康
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
通
年
栽
 

 
培
を
目
指
す
た
め
の
園
芸
ハ
ウ
ス
 

 
整
備
事
業
や
中
山
間
地
域
等
直
接
 

 
支
払
事
業
、
転
作
支
援
事
業
な
ど
 

 
に
加
え
、
新
た
に
女
性
起
業
家
育
 

 
成
に
係
る
経
費
も
計
上
し
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
猿
被
害
等
の
有
害
鳥
獣
駆
 

 
除
事
業
や
松
く
い
虫
等
の
森
林
病
 

 
害
虫
防
除
事
業
に
係
る
経
費
も
計
 

 
上
し
、
対
策
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
 

 教
育
費
―
―
 

　
　
小
中
学
校
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
 

　
ー
タ
ー
や
複
式
学
級
解
消
事
業
、
 

　
障
害
児
学
習
支
援
事
業
、
基
礎
学
 

　
力
向
上
推
進
事
業
、
交
流
事
業
な
 

　
ど
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
教
 

　
育
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
 

 消
防
費
―
―
 

　
　
防
火
水
槽
の
施
設
整
備
費
、
小

　
型
動
力
ポ
ン
プ
の
購
入
費
な
ど
を

　
計
上
し
、
消
防
体
制
の
整
備
を
推

　
進
し
ま
す
。
 

一

般

会

計
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計100億3,577万円 

　「町の財政」は、町民のみなさんに予算の使われ方や財政状況がどうのようになっているのかを知ってい 
ただくために年２回公表しています。 
　今回は、３月議会定例会で可決された平成16年度の一般会計及び特別会計等の当初予算についてお知らせ 
します。 

平成１６年度予算のあらまし 特 集  

一般会計　５３億５,５００万円 
特別会計　４２億５,０６１万円 
水道事業　　４億３,０１６万円 

１６年度 
予算総額 

,
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歳出 

歳入 

平成16年度予算額 　　特　別　会　計　等 

工業団地造成事業 

商業団地造成事業 

住宅団地造成事業 

下水道施設事業 

農業集落排水処理事業 

個別排水処理事業 

老人保健 

　　　　　事業勘定 

　　　　　診療施設勘定 

介護保険 

介護老人保健施設 

簡易水道等事業 

　　　　　収益的収支 

　　　　　資本的収支 

1億  407 

3,677 

1,929 

2億1,071 

2億4,681 

6,778 

12億6,849 

8億5,660 

4億1,360 

6億4,541 

2億5,227 

1億2,881 

1億6,799 

2億6,217

1億  407 

6,260 

5,137 

3億6,492 

2億1,767 

0 

12億  946 

8億1,856 

3億9,545 

6億  588 

2億5,061 

1億1,210 

1億8,434 

2億   26
水道事業 

国民健康 

保　　険 

平成15年度予算額 
万円 万円 

0 

△2,583 

△3,208 

△1億5,421 

2,914 

6,778 

△5,903 

△3,804 

1,815 

3,953 

166 

1,671 

△1,636 

 6,191

増 減 額  
万円 

地方交付税 
 24億8,000（46.3） 

その他 
1億1,696（ 2.2） 

依存財源 
40億5,170（75.7） 

町債 
 7億3,950（13.8） 

公債費 
11億4,488（21.4） 

人件費 
9億8,057（18.3） 

その他 
1億6,168（ 3.1） 

県支出金 
3億1,592（ 5.9） 

その他 
2億4,770（ 4.7） 

町税　6億  944（11.3） 

繰入金　4億2,314（ 7.9） 

国庫支出金 
2億6,858（ 5.0） 

繰出金 
 5億5,049（10.3） 

物件費 
8億9,985（16.8） 

災害復旧事業費 
4,421（ 0.8） 

補助費等 
7億3,573（13.7） 

使用料及び手数料 
1億5,376（ 2.9） 

扶助費 
1億3,190（ 2.4） 

普通建設事業費 
7億  569（13.2） 

（単位：万円・％） 

自主財源　13億  330（24.3） 

一般的経費 
23億4,775（43.9） 

義務的経費 
22億5,735（42.1） 

投資的経費 
7億4,990（14.0） 

  

  

  

  　
平
成
十
六
年
度
の
特
別
会
計
と
水

道
事
業
会
計
は
、
表
の
と
お
り
で
す

が
、
合
計
で
十
三
会
計
、
予
算
総
額

は
　
億
８
　
０
７
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 下
水
道
事
業
―
―
 

　
　
野
沢
地
区
の
供
用
区
域
の
拡
大
 

　
と
新
郷
笹
川
地
区
・
群
岡
野
尻
地
 

　
区
の
整
備
、
さ
ら
に
個
別
排
水
処
 

　
理
事
業
特
別
会
計
を
新
た
に
設
置
 

　
し
、
小
規
模
集
落
に
つ
い
て
も
整
 

　
備
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

 国
民
健
康
保
険
事
業
―
―
 

　
　
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
事
業
な
 

　
ど
に
よ
り
予
防
医
療
に
努
め
る
と
 

　
と
も
に
、
新
た
に
奥
川
地
区
に
診
 

　
療
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
安
心
し
 

　
て
暮
ら
せ
る
健
康
の
ま
ち
づ
く
り
 

　
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

 水
道
事
業
―
―
 

　
　
下
谷
地
区
の
給
水
区
域
を
広
げ
 

　
る
た
め
の
工
事
費
を
計
上
す
る
な
 

　
ど
、
安
心
で
快
適
な
生
活
環
境
整
 

　
備
を
推
進
し
ま
す
。
 

特

別

会

計

等
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 農林水産業費　４億８,８８２万円（9.1％）

 
　中山間地域等直接支払事業 
　中山間地域等総合支援事業（コンバイン購入） 
　水田農業振興事業 
　転作支援事業 
　健康な土づくり推進事業 
　女性起業家運営指導等委託料 
　園芸ハウス整備事業 
　森林病害虫等防除事業（松くい虫防除他） 
　有害鳥獣駆除事業 
　森林活用交流促進施設（オートキャンプ場）管理運営業務委託料 
　林道開設改良舗装事業（開設2・改良1） 
 土木費　　　７億６,９４７万円（14.3％）

 
　町道補修事業 
　除雪費 
　道路新設改良舗装費（改良３・舗装１・橋りょう１・測量設計２） 
　克雪住宅等普及促進補助金 
 教育費　　　３億９,４８６万円（7.4％）

 
　基礎学力向上推進事業 
　小中学校交流事業 
　英語指導助手招致事業 
　町史編さん費 
　スクールバス運行費 
　スクールバス購入費 
　教育用コンピューター整備費（リース他） 
　複式学級解消事業 
 災害復旧費　　　４,４２１万円（0.8％）

 
　農業施設災害復旧費  現年災（見込） 
　林道施設災害復旧費  現年災（見込） 
　公共土木災害復旧費  現年災（見込） 
 公債費　　１１億４,４８７万円（21.4％） 
 
その他（議会費・労働費・予備費） 

　　　　　　　　９,８３５万円（1.8％） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 総務費　　　９億 ４５０万円（16.9％） 
　温泉施設管理業務委託料 
　さゆり公園管理業務委託料 
　駅業務委託料（野沢・上野尻・徳沢） 
　文化と産業祭・雪国まつり 
　国際芸術村事業 
　ケーブルテレビ運営費 
　インターネット運営事業 
　生活バス運行事業費 
　参議院議員通常選挙費 
　県知事選挙費 
 民生費　　　７億５,８５５万円（14.2％）

 
　出産祝金（第３子以降50万円） 
　ボランティア活動推進事業 
　高齢者等配食サービス事業 
　老人クラブ活動費補助金 
　在宅介護支援センター運営事業 
　介護予防・生活支援事業 
　在宅介護者リフレッシュサービス事業 
　重度心身障害者医療費給付 
　身体障害者支援費（居宅介護支援・デイサービス・短期入所） 
　身体障害者・知的障害者施設訓練等支援費 
　乳幼児医療費（社保・国保） 
　保育所業務委託料 
　児童手当 
 衛生費　　　４億８,０７９万円（9.0％）

 
　高齢者インフルエンザ予防接種事業 
　在宅健康管理システム事業 
　食生活改善推進事業 
　各種検診事業委託料（基本検診・胃がん検診他） 
　健康寿命延伸事業委託料 
　喜多方地方広域市町村圏組合負担金（ごみ・し尿処理他） 
　ごみ収集処理委託費 
 消防費　　　２億２,４０７万円（4.2％）

 
　喜多方地方広域市町村圏組合負担金（消防費） 
　消防施設費（防火水槽２・小型動力ポンプ２他） 
 商工費　　　　　４,６５１万円（0.9％）

 
　中小企業融資制度資金利子補給補助金 
　観光費 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

6,795万円 
320万円 
214万円 
209万円 
604万円 
542万円 
689万円 
980万円 
313万円 
830万円 
5,950万円 

 
 

3,356万円 
9,134万円 

4億4,275万円 
100万円 

 
 

122万円 
　336万円 
1,097万円 
887万円 
5,396万円 
270万円 
2,671万円 
843万円 

 
 

515万円 
575万円 
1,156万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,361万円 
3,171万円 
781万円 
1,050万円 
947万円 
6,717万円 
1,941万円 
4,492万円 
1,105万円 
915万円 

 
 

400万円 
204万円 
215万円 
422万円 
1,011万円 
476万円 
273万円 
1,680万円 
1,089万円 
2,720万円 
1,372万円 

1億5,716万円 
2,490万円 

 
 

938万円 
593万円 
256万円 
4,735万円 
603万円 
7,022万円 
3,607万円 

 
 

1億4,018万円 
1,931万円 

 
 

200万円 
748万円 

平成16年度実施する 

主 な事業  

▲健康寿命延伸へ向けての取り組み 
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　立木を伐採する場合には、町への届 
出が必要です。（事前の届出により、 
無計画な伐採による森林の荒廃を防ぐ 
ためです。） 
　自分の所有する山林であっても、無 
届出で立木を伐採することはできませ 
んので、山林の売買の際にはご注意く 
ださい。 
 
■届出が必要な森林 
　　民有地のうち、地域森林整備計画 
　で計画対象森林として定められてい 
　る森林（森林簿に記載されている森 
　林） 
 
■届出の提出者 
 
 
 
 
 
 
 
■届出の提出期限 
　伐採を開始する日の30日前まで。 
　（受付は90日前から可能です） 
 
　これらの手続きをせずに伐採を行っ 
た場合には、罰則が科せられる場合が 
あります。 
 
　不明な点については、問い合わせ先 
まで確認してください。 
 
【問い合わせ先】 
　農林課林政係　　45－４５３１ 

　　伐採方法　　　　提出者 
自分で 
伐採する場合　　　森林所有者 
立木を買い受けて 
伐採する場合　　　立木買受人 
他人に伐採を 
請け負わせた場合　伐採依頼人 

伐
採
届
出
を

伐
採
届
出
を
 

　
忘
れ
ず
に
！

　
忘
れ
ず
に
！
 

伐
採
届
出
を
 

　
忘
れ
ず
に
！
 

 

 

       　
エ
サ
を
求
め
、
群
れ
で
行
動
 

 　
サ
ル
は
群
れ
で
行
動
し
、
基
本
的
 

に
は
一
定
の
地
域
で
エ
サ
を
求
め
て
 

巡
り
歩
き
ま
す
。
 

　
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
な
群
れ
の
統
 

制
を
と
る
オ
ス
の
ボ
ス
ザ
ル
は
い
ま
 

せ
ん
。
実
際
に
は
メ
ス
が
中
心
に
組
 

織
し
て
い
る
女
性
集
団
で
す
。
 

 　
は
ぐ
れ
ザ
ル
は
危
険
！
 

 　
サ
ル
被
害
の
発
生
し
て
い
る
集
落
 

で
は
、
群
れ
で
現
れ
る
前
に
数
匹
の
 

サ
ル
を
見
た
と
い
う
証
言
が
多
く
あ
 

り
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
前
に
な
っ
て
 

群
れ
を
離
れ
た
オ
ス
で
、
い
わ
ゆ
る
 

「
は
ぐ
れ
ザ
ル
」
で
す
。
誰
も
が
初
 

め
は
珍
し
が
り
、
一
匹
な
ら
被
害
は
 

な
い
だ
ろ
う
と
エ
サ
を
与
え
て
し
ま
 

い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
人
 

間
を
怖
が
ら
な
い
サ
ル
を
育
て
て
し
 

ま
う
要
因
に
な
り
ま
す
。
 

 
こ
の
サ
ル
は
、
ど
こ
か
の
群
れ
に
 

紛
れ
込
み
、
エ
サ
場
と
な
る
集
落
の

情
報
を
広
め
、
群
れ
で
帰
っ
て
く
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
。
そ
う
、
は
ぐ

れ
ザ
ル
は「
偵
察
員
」な
の
で
す
。
 

 　
食
べ
れ
ば
産
む
？
 

 　
サ
ル
の
年
齢
は
、
人
間
の
年
齢
を
 

四
で
割
っ
た
く
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
 

て
、
若
い
う
ち
か
ら
出
産
が
可
能
で
 

す
。
で
も
、
エ
サ
の
乏
し
い
山
奥
に
 

住
ん
で
い
る
う
ち
は
、
母
ザ
ル
も
栄
 

養
不
足
で
子
ザ
ル
に
十
分
な
お
乳
も
 

与
え
ら
れ
ず
、
体
力
の
な
い
子
ザ
ル
 

は
冬
を
越
せ
ず
に
死
ん
で
し
ま
い
ま
 

す
。
ま
た
、
厳
し
い
子
育
て
は
母
ザ
 

ル
に
も
身
体
的
負
担
を
与
え
、
毎
年
 

連
続
し
て
出
産
す
る
こ
と
は
困
難
と
 

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
そ
れ
に
対
し
、
里
慣
れ
し
た
サ
ル
 

は
初
産
も
早
く
、
栄
養
も
豊
富
な
た
 

め
子
ザ
ル
も
す
く
す
く
成
長
し
ま
す
。
 

場
合
に
よ
っ
て
は
年
子
を
出
産
す
る
 

母
ザ
ル
も
で
て
き
ま
す
。
 

　
山
奥
で
生
き
て
き
た
サ
ル
た
ち
が
 

里
に
下
り
る
こ
と
で
増
え
始
め
、
そ
 

の
増
え
方
に
加
速
が
か
か
る
わ
け
で
 

す
。
こ
の
こ
と
が
被
害
を
拡
大
す
る
 

理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 　
サ
ル
対
策
の
基
本
 

 　
サ
ル
対
策
の
基
本
は
、
エ
サ
場
と
 

し
て
の
価
値
を
下
げ
る
こ
と
で
す
。
 

そ
の
た
め
に
も
う
一
度
、
集
落
内
を
 

点
検
し
、
サ
ル
が
容
易
に
エ
サ
を
得
 

ら
れ
な
い
場
所
で
あ
る
と
思
わ
せ
る
 

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

①
サ
ル
被
害
防
止
網
等
の
購
入
に
対
 

　
す
る
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

②
被
害
の
大
き
い
奥
川
地
区
に
つ
い
 

　
て
は
、
被
害
対
策
協
議
会
に
よ
る
 

　
集
落
内
点
検
作
業
や
パ
ト
ロ
ー
ル
 

　
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
 

　
て
い
き
ま
す
。
 

③
サ
ル
の
生
態
に
関
す
る
情
報
の
提
 

　
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
 

④
有
害
鳥
獣
捕
獲
隊
と
連
携
し
て
効
 

　
果
的
な
追
い
上
げ
作
業
を
実
施
し
 

　
て
い
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
林
政
係
 
　
│
４
５
３
１
 

　
暖
か
く
な
っ
て
町
内
各
地
で
サ
ル
の
目
撃
情
報
が
増
 

え
て
き
て
お
り
、被
害
地
域
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
 

　
町
で
は
サ
ル
対
策
の
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
銃
器
に
 

よ
る
駆
除
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
町
全
体
の
問
題
 

と
し
て
被
害
の
あ
る
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
被
害
の
拡
大
 

が
心
配
さ
れ
る
地
域
を
含
め
て
情
報
の
提
供
や
支
援
を
 

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

知っていますか？ 
　　　　サルのこと 

町のサル被害対策 

45

サ
ル
の
生
態
を
理
解
し
て
 

　
　
　
被
害
を
防
ご
う
！
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▲
 

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
上
）
と
そ
の
中
で
栽
培
さ
れ
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
（
下
）
 

▲春作業の準備始まる 

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
農
産
物
の
生
産
・
販
売
拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

 

 

       　
町
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
土
壌
 

分
析
を
は
じ
め
、
土
づ
く
り
推
進
員
 

の
養
成
な
ど
、
健
康
な
土
づ
く
り
へ
 

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
町
内
で
生
産
さ
れ
た
ミ
ネ
ラ
ル
野
 

菜
や
ミ
ネ
ラ
ル
米
は
、
学
校
給
食
や
 

福
祉
施
設
等
で
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
 

そ
の
普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

 
ま
た
、
東
京
の
市
場
で
は
、「
こ
だ
 

わ
り
の
農
産
物
」
と
し
て
高
値
で
取
 

り
引
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
 

へ
向
け
、
商
業
団
地
内
の
「
地
域
資
 

源
活
用
総
合
交
流
物
産
館
」
を
拠
点
 

に
、
販
売
の
拡
大
と
高
付
加
価
値
農
 

業
の
推
進
を
目
指
し
ま
す
。
 

 ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
 

　
　
　
栽
培
拡
大
に
向
け
て
 

　
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
の
販
売
・
普
及
 

を
図
る
た
め
、
学
校
給
食
・
福
祉
施
 

設
等
で
の
供
給
率
を
伸
ば
し
、
保
存
 

可
能
な
野
菜
に
つ
い
て
は
、
一
〇
〇
 

％
供
給
で
き
る
よ
う
生
産
体
制
を
整
 

え
て
い
く
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
に
 

は
、
た
ま
ね
ぎ
・
に
ん
じ
ん
・
ジ
ャ
 

ガ
イ
モ
の
生
産
量
を
増
加
す
る
必
要
 

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
後
は
生
 

産
組
織
の
育
成
や
農
業
特
区
の
導
入
 

な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
更
な
る
生
 

産
の
拡
大
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
生
産
者
が
東
 

京
の
市
場
へ
出
荷
で
き
る
よ
う
、
関
 

係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
品
質
と
 

技
術
の
向
上
を
図
り
、
高
付
加
価
値
 

農
業
の
更
な
る
推
進
を
目
指
し
ま
す
。
 

  通
年
農
業
へ
向
け
 

　
平
成
十
五
年
度
に
ミ
ネ
ラ
ル
農
産

物
通
年
栽
培
の
試
作
研
究
と
栽
培
普

及
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
「
耐
雪
型
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
」
を
導
入
し
ま
し
た
。
 

　
町
振
興
公
社
に
管
理
を
委
託
し
、
 

小
松
菜
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
春
菊
と
 

い
っ
た
葉
物
を
中
心
に
無
加
温
で
の
 

栽
培
実
証
を
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
冬
期
間
の
葉
物
栽
培
に
つ
い
て
は
 

成
長
が
や
や
遅
れ
る
も
の
の
順
調
に
 

生
育
し
、
栽
培
可
能
で
あ
る
こ
と
が
 

実
証
で
き
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
新
た
に
一
棟
増
設
し
 

生
産
増
を
見
据
え
た
通
年
栽
培
の
実
 

証
と
、
高
収
益
性
を
追
求
し
た
研
究
 

を
進
め
、
町
の
新
し
い
農
業
の
構
築
、
 

農
業
所
得
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
 

 始
め
ま
せ
ん
か
 

　
　
　
　
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
 

 
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
栽
培
の
基
本
は
、
 

「
土
を
知
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
 

 
み
な
さ
ん
の
土
は
ど
う
で
し
ょ
う
 

か
？
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
 

て
、
作
物
が
元
気
に
生
育
し
や
す
い
 

環
境
に
な
っ
て
い
ま
す
か
？
 

 
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
物
を
栽
培
す
る
と
 

い
う
こ
と
は
、
特
段
難
し
い
こ
と
で
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 
ま
ず
は
土
壌
分
析
を
す
る
こ
と
で
 

す
。
土
の
栄
養
状
態
を
知
り
、
バ
ラ
 

ン
ス
を
直
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
 

な
り
ま
す
。
 

  物
産
館
で
本
格
的
に
販
売
 

 
本
年
度
か
ら
「
地
域
資
源
活
用
総
 

合
交
流
物
産
館
」
で
ミ
ネ
ラ
ル
農
産
 

物
を
販
売
し
ま
す
。
 

 
今
ま
で
よ
り
広
く
な
っ
た
農
産
物
 

直
売
室
で
は
、
新
鮮
な
ミ
ネ
ラ
ル
野
 

菜
や
加
工
品
が
販
売
さ
れ
ま
す
。
 

 
ま
た
、
昨
年
同
様
、
ミ
ネ
ラ
ル
ボ
 

ッ
ク
ス
（
野
菜
宅
配
）
や
ミ
ネ
ラ
ル
 

米
の
発
送
も
行
う
予
定
で
す
。
 

  
現
在
、
健
康
な
土
づ
く
り
を
取
り
 

組
ん
で
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
新
た
 

に
始
め
て
み
た
い
人
や
『
普
及
会
に
 

加
入
し
た
い
』『
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
市
 

場
出
荷
を
し
て
み
た
い
』
と
い
う
人
 

は
、
農
林
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

 
そ
の
他
、
健
康
な
土
づ
く
り
事
業
 

に
関
し
て
、
ご
質
問
や
ご
相
談
が
あ
 

り
ま
し
た
ら
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
 

く
だ
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
農
政
係
　
　
│
４
５
３
１
 

ミ
ネ
ラ
ル
栽
培
農
産
物
の
生
産
・
販
売
拡
大
へ
の
取
り
組
み
 

45

健
康
な
土
づ
く
り
活
動
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2.82.8

6.36.3

3.13.1
4.74.7

8.78.7

18.418.4
19.519.5

1.71.7

48.248.2

27.127.1

68.268.2

～５月３１日は世界禁煙デー～ 

25

20

15
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5

0
30ー 40ー 50ー 

年齢 

女 性  西会津H15

全国平均H11

60ー 70ー 

喫
煙
率
（
％
） 

2.8

6.3

3.1
4.7

8.7

18.4
19.5

1.7

西会津H5
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0
30ー 40ー 50ー 

年齢 

男 性  西会津H15

全国平均H11

60ー 70ー 

喫
煙
率
（
％
） 

62.4

50.7 53.3
48.2

33.9

46.2

27.1

68.2

西会津H5

食道がん 2.2倍 

喉頭がん 32.5倍 

クモ膜下出血 1.8倍 
口腔・咽頭がん 3.0倍 

肺気腫など 2.2倍 

肺がん 4.5倍 

胃潰瘍 1.9倍 

膵臓がん 1.6倍 

虚血性心疾患 1.7倍 

肝臓がん 3.1倍 

胃がん 1.4倍 

膀胱がん 1.6倍 

他に子宮がん（女）1.6倍 

 

　
受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
が
、
換
気
の
良
い
と
こ
ろ
で
喫
煙
す
る
な

ど
、
周
り
の
人
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
 

     
最
近
は
未
成
年
者
の
喫
煙
も
増
え
て
い
ま
す
 

が
、
こ
れ
は
成
長
期
の
体
に
病
気
の
芽
を
植
え
 

つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
た
ば
こ
 

の
ニ
コ
チ
ン
依
存
が
強
く
な
り
、
や
め
よ
う
と
 

思
っ
て
も
な
か
な
か
禁
煙
で
き
な
く
な
っ
て
し
 

ま
い
ま
す
。
 

 
大
人
は
子
供
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
仲
間
 

の
誘
惑
に
負
け
な
い
よ
う
勇
気
づ
け
、
子
ど
も
 

の
前
で
は
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
よ
う
な
姿
勢
を
 

と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
 

   　
①
禁
煙
開
始
日
を
決
め
よ
う
。
 

 
 
世
界
禁
煙
デ
ー
の
５
月
　
日
を
開
始
日
に

　
　
す
る
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。
 

 
②
禁
煙
す
る
理
由
を
書
い
て
み
よ
う
。
 

 
③
た
ば
こ
と
関
係
の
あ
る
物
を
か
た
づ
け
よ
 

 
 
う
。
 

 
④
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
冷
た
い
水
を
飲
ん
 

 
 
だ
り
、
体
を
動
か
そ
う
。
 

 
⑤
そ
れ
で
も
吸
い
た
く
な
る
と
き
は
「
禁
煙
 

 
 
補
助
剤
」
を
利
用
し
よ
う
。
補
助
剤
に
は
 

 
 
次
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

　
 
 
・
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
 

　
　
　
 
　
　
薬
局
で
購
入
で
き
ま
す
。
 

　
 
 
・
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
 

　
　
　
 
　
　
医
師
の
処
方
が
必
要
で
す
。
 

    ★
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
へ
の
害
 

　
た
ば
こ
の
害
と
言
え
ば
『
肺
が
ん
』
が
よ
く
 

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
身
の
ほ
と
ん
ど
の
が
 

ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
 

関
係
が
あ
り
ま
す
。
 

               ★
ま
わ
り
に
い
る
人
へ
の
害
 

　
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い
人
が
、
吸
う
人
の
煙
を
 

吸
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
「
受
動
喫
煙
」
と
言
い
 

ま
す
。
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
に
は
次
の
 

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
 

  
①
が
ん
の
危
険
性
を
高
め
る
 

 
②
子
ど
も
の
ぜ
ん
そ
く
 

 
③
妊
娠
合
併
症（
母
親
や
胎
児
へ
の
影
響
）
 

 
④
頭
痛
や
せ
き
、
眼
や
鼻
の
症
状
 

   　
町
で
は
昨
年
、
東
北
大
学
と
共
に
「
生
活
習
 

慣
と
健
康
に
関
す
る
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
男
女
と
も
　
歳
以
上
の
人
の
喫
煙
 

率
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
　
歳
 

代
以
下
で
は
上
回
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
　
歳
 

・
　
歳
代
は
、
大
き
く
上
回
る
と
い
う
結
果
で

し
た
。
 

たばこを吸う人の死亡率は吸わない人の何倍？ 

60

5030

40

31
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満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 

 

                  　
長
谷
川
常
興
さ
ん
（
下
野
尻
）
が
 

３
月
　
日
に
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を
 

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
同
日
、
下
野
尻
 

の
自
宅
に
お
い
て
、
子
ど
も
や
孫
、
 

ひ
孫
な
ど
多
く
の
親
族
に
囲
ま
れ
る
 

中
、
山
口
町
長
か
ら
賀
寿
並
び
に
特
 

別
敬
老
祝
金
百
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
 

た
。
 

　
町
内
で
満
百
歳
を
迎
え
た
方
は
、
 

『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
を
掲
げ
た
平
成
 

５
年
度
以
降
、
９
人
目
と
な
り
、
町

内
在
住
の
男
性
で
は
、
長
谷
川
さ
ん

が
初
め
て
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
長
谷
川
さ
ん
は
、
陶
芸
や
ゲ
ー
ト
 

ボ
ー
ル
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
む
 

ほ
ど
の
元
気
な
姿
で
、「
今
日
百
歳
を
 

迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
み
ん
 

                  な
が
協
力
し
て
く
れ
た
お
陰
で
す
」
 

と
百
歳
を
迎
え
た
感
想
を
述
べ
て
い
 

ま
し
た
。
 
 
 

　
山
口
町
長
か
ら
は「『
百
歳
へ
の
挑
 

戦
』
以
来
９
人
目
。
し
か
も
初
め
て
 

の
男
性
で
、
こ
ん
な
に
元
気
が
あ
る

の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
我
々
で
も
 

百
歳
ま
で
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
ん
 

だ
と
い
う
目
標
に
も
な
り
ま
す
。
こ
 

れ
か
ら
も
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
更
な
る
 

推
進
を
含
め
、『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
を
 

目
指
し
た
施
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
」
 

と
お
祝
い
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し

た
。
 

 臨
時
議
会
報
告
 

　
４
月
 
日
に
議
会
臨
時
会
が
開
催

さ
れ
、
次
の
9
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

  可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

　
■
町
税
条
例
の
一
部
改
正
の
専
決

　
　
処
分
 

　
■
町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改

　
　
正
の
専
決
処
分
 

　
■
町
国
民
健
康
保
健
税
条
例
の
一

　
　
部
改
正
の
専
決
処
分
 

　
■
平
成
十
五
年
度
町
一
般
会
計
補

　
　
正
予
算
の
専
決
処
分
 

　
■
平
成
十
五
年
度
町
老
人
保
健
特

　
　
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
 

　
■
平
成
十
五
年
度
町
介
護
保
険
特

　
　
別
会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
 

　
■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
在
宅

　
　
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
）
 

　
■
助
役
の
選
任
 

 
　
山
口
岩
男
さ
ん
が
再
任
 

    　
■
収
入
役
の
選
任
 

 
　
橋
谷
田
征
喜
さ
ん
が
再
任
 

長
谷
川
常
興
さ
ん（
下
野
尻
）
 

　
　
　
　
　
男
性
初
の
百
歳
賀
寿
 

19

28

満
百
歳
お
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と
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ざ
い
ま
す

満
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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　４月６日、町内の小中学校で入学式が 
行われました。 
　10人の新１年生が入学した群岡小学校 
では、佐藤栄喜校長が１人ひとりに教科 
書や黄色い帽子を手渡しました。また、 
この日を心待ちにしていた上級生のお兄 
さん、お姉さんたちも「一緒に楽しく学 
校生活を送りましょう」と歓迎しました。  
　　　　　　　また、西会津中学校では、 
　　　　　　真新しい制服を身につけた 
　　　　　　新１年生94人が入学式を迎 
　　　　　　えました。 
　　　　　　　少し緊張した面持ちなが 
　　　　　　らも、これから始まる中学 
　　　　　　校生活に希望で胸をふくら 
　　　　　　ませていました。 

　磐越自動車道西会津インターを利用する高速バス 
が、４月１日に運行を開始しました。 
　会津乗合自動車野沢営業所では、第１便の運行を 
祝し、テープカットが行われた後、この日を心待ち 
にしていた町民を乗せ、会津若松へ向け出発しまし 
た。 
　また、磐越自動車道西会津インター前に整備され 
た高速バス停留所にも、多くの町民が会津若松や新 
潟へ向かう高速バスを利用していました。 

　４月13日、さゆり公園管理棟で高齢者健康水泳教 
室の開講式が行われました。 
　高齢者の健康維持と冬期間の運動不足解消のため 
に始まったこの教室も今年で12回目を迎えました。 
　毎年好評のこの教室には134人が参加し、中には 
12年連続で参加している人もいます。 
　開講式が終わると、参加者たちは早速温水プール 
へと向かい、町水泳協会インストラクターの指導の 
もと、水中歩行などで泳ぎを楽しんでいました。 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

正に世代を超えた交流です。（昨年の町民グランドゴルフ大会） 

夢中です。（昨年のわんぱく塾） 

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
求
め
て
 

  

し
ま
す
。
 

　
ま
ず
、
大
会
関
係
で
は
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
 

ー
ル
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
 

ど
の
大
会
や
地
区
ご
と
の
運
動
会
を
計
画
し
て
 

い
ま
す
。
 

　
次
に
、
教
室
関
係
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
 

し
て
楽
し
め
る
ス
キ
ー
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
グ
 

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・
ペ
タ
ン
ク
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
 

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
）
教
室
を
中
心
に
開
催

し
ま
す
。
 

                  　
ま
た
、
家
族
み
な
さ
ん
で
気
軽
に
参
加
で
き
 

る
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
も
、
本
年
度
は
目
的
地
を
 

変
更
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
 

て
く
だ
さ
い
。
 

　
よ
り
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
、
生
涯
を
 

通
し
て
楽
し
め
る
競
技
を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
く
 

だ
さ
い
。
 

　
女
性
教
育
と
し
て
は
、『
ジ
ョ
イ
フ
ル
ラ
イ
フ
 

講
座
』
を
中
心
に
、
み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
 

じ
た
内
容
で
学
習
を
進
め
る
予
定
で
す
。
 

　
高
齢
者
教
育
と
し
て
は
、
健
康
で
明
る
く
生
 

き
が
い
に
満
ち
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
『
歳
 

百
合
学
園
』
や
奥
川
地
区
で
も
新
た
に
高
齢
者
 

学
級
を
開
講
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
百
歳
へ

の
挑
戦
」
を
応
援
し
ま
す
。
 

 成
人
教
育
 

　
成
人
教
育
で
は
、
国
際
化
・
高
度
情
報
化
社
 

会
を
生
き
抜
く
た
め
に
必
須
と
言
わ
れ
る
「
英
 

語
と
パ
ソ
コ
ン
技
能
」
の
習
得
を
中
心
と
し
た
 

講
座
を
展
開
し
ま
す
。
 

　
「
言
語
を
身
に
付
け
る
う
え
で
一
番
大
切
な
 

こ
と
は
、
そ
の
言
語
に
触
れ
る
時
間
を
多
く
す
 

る
こ
と
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
４
月
　
日
に
開
 

講
し
た
『
英
会
話
教
室
』
や
定
期
的
に
行
わ
れ
 

る
『
国
際
交
流
会
』・『
異
国
料
理
教
室
』
な
ど
 

は
絶
好
の
機
会
で
す
。
英
語
の
習
得
だ
け
で
な
 

く
、
国
際
感
覚
を
磨
く
意
味
で
も
、
ぜ
ひ
ご
参
 

加
く
だ
さ
い
。
 

　
パ
ソ
コ
ン
技
能
の
修
得
に
関
し
て
も
、「
習
う
 

よ
り
慣
れ
ろ
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
と
お
り
、
と

に
か
く
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る
機
会
を
多
く
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
本
年
度
は
、
目
的
別
・
レ

ベ
ル
別
に
行
う
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
Ｉ
Ｔ
講
習
会

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
 

　
こ
の
他
に
も
各
種
講
座
の
開
講
を
予
定
し
て
 

い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

 社
会
体
育
（
ス
ポ
ー
ツ
）
 

　
ス
ポ
ー
ツ
事
業
で
は
、「
町
民
一
人
　
一
ス
ポ
 

ー
ツ
」
の
定
着
と
世
代
を
超
え
た
交
流
の
促
進
 

を
図
る
た
め
に
各
種
大
会
、
教
室
な
ど
を
開
催
 

  　
公
民
館
で
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
 

広
い
世
代
を
対
象
に
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
学
 

び
の
か
お
り
」
溢
れ
る
各
種
事
業
を
展
開
し
、

み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
活
動
を
応
援
し
ま
す
。
 

 青
少
年
・
女
性
・
高
齢
者
教
育
 

　
少
年
教
育
で
は
、
昨
年
実
施
し
て
好
評
だ
っ
 

た『
通
学
合
宿
』、『
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
教
室
』、
 

『
わ
ん
ぱ
く
塾
』
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
 

　
い
ず
れ
も
体
験
学
習
を
重
視
し
た
内
容
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
二
泊
三
日
で
行
わ
れ
る
 

『
通
学
合
宿
』
は
、
親
元
を
離
れ
て
の
生
活
と
 

他
校
児
童
と
の
交
流
な
ど
を
通
し
て
「
自
ら
考
 

え
、
自
ら
行
動
す
る
。
生
き
る
力
」
を
育
む
こ
 

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

               　
ま
た
、
中
高
生
を
対
象
に
『
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

養
成
講
座
』
を
開
講
し
、
活
動
の
理
論
を
理
解
 

し
、
実
践
へ
の
意
欲
を
育
て
ま
す
。
 

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
求
め
て
 

27
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今
月
号
の
「
郷
土
史
探
訪
」
は
、
都
合
に
よ
 

り
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　　教　室　名 

ス ト レ ッ チ 

卓　　　　　　球 

グランドゴルフ 

レ ク ダ ン ス 

親子スイミング 

水中ウォーキング 

エ ア ロ ビ ク ス 

　　　曜　日　・　時　間 

毎 月 第 ３ 月 曜 日　19時00分～ 

毎月第２・４火曜日　19時00分～ 

毎　週　水　曜　日　13時30分～ 

毎月第１・３金曜日　13時30分～ 

毎　週　金　曜　日　18時30分～
 

 

毎月第２・４土曜日　19時00分～ 

　　指 導 者 等 

島　田　一　郎 

佐　藤　重　雄ほか 

町体育指導委員ほか 

大　竹　晶　子ほか 

町 水 泳 協 会
 

 

金　田　郁　代 

　　　会　　　　場 

西　会　津　町　公　民　館 

さ ゆ り 公 園 体 育 館 

さゆり公園多目的広場等 

西　会　津　町　公　民　館 

さゆり公園室内プール
 

 

西　会　津　町　公　民　館 

※「カローリング｣・｢ペタンク｣・｢ウォーキング｣・｢ショートテニス」については、日程が決まりしだい各会員 
　にお知らせします。 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

 　
本
年
度
、
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
下
 

記
の
予
定
で
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
な
お
、
詳
し
い
開
講
日
等
は
各
会
員
に
個
別
 

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

 
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
、「
町
民
一
人
一
ス
ポ
 

ー
ツ
」
を
目
指
し
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

種
目
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
、
一
緒
に
ス
 

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
　
 

 
な
お
、
入
会
の
方
法
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

【
申
込
方
法
】
 

　
 
町
公
民
館
体
育
振
興
係
、
新
郷
分
館
、
奥
 

 
川
分
館
に
直
接
次
の
も
の
を
提
出
し
て
く
だ
 

 
さ
い
。
 

　
 
な
お
、
入
会
申
込
は
年
間
を
と
お
し
て
随
 

 
時
受
け
付
け
ま
す
。
 

〈
提
出
物
〉
 

　
①
入
会
申
込
書
（
各
公
民
館
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。）
 

　
②
顔
写
真
（
縦
２
㎝
×
横
　
㎝
）
 

　
　
※
ス
ナ
ッ
プ
写
真
で
結
構
で
す
。
 

 
③
年
会
費
（
お
釣
り
の
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。）
 

【
年
会
費
】
 

　
①
小
学
生
・
中
学
生
‥
‥
‥
２
　
５
０
０
円
 

 
②
　
歳
か
ら
　
歳
の
方
‥
‥
４
　
５
０
０
円
 

 
③
　
歳
以
上
の
方
‥
‥
‥
‥
３
　
８
０
０
円
 

 
④
就
学
前
児
童
・
身
障
者
手
帳
 

　
 
を
持
っ
て
い
る
方
‥
‥
‥
‥
保
険
料
の
み
 

 
※
年
会
費
に
は
、
一
年
間
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
 

　
　
保
険
料
が
含
ま
れ
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

【
西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
】
 

 
町
公
民
館
体
育
振
興
係
内
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
３
２
４
４
 

　
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
、
ア
メ
 

リ
カ
と
い
う
国
の
特
殊
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
こ
の
国
の
大
部
分
は
、
あ
ら
ゆ
る
 

国
々
か
ら
の
移
民
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
 

す
。
ま
た
現
在
で
も
戦
争
な
ど
で
被
災
し
た
人
 

々
を
難
民
と
し
て
受
け
入
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
別
々
の
文
化
・
教
育
背
景
 

を
持
つ
人
々
に
、
共
通
し
た
認
識
や
行
動
を
期
 

待
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
 

ま
す
。
つ
ま
り
、
日
本
全
体
を
暗
黙
の
う
ち
に
 

覆
っ
て
い
る
、
同
じ
国
の
人
間
と
し
て
の
一
体
 

感
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
せ
ず
、
個
人
は
そ
れ
 

ぞ
れ
の
考
え
と
理
由
に
基
づ
い
て
自
分
た
ち
の
 

要
求
を
主
張
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
 

な
多
様
性
に
満
ち
た
国
家
を
う
ま
く
運
営
し
て
 

い
く
た
め
に
は
、
そ
れ
相
応
の
『
寛
大
さ
』
が
 

求
め
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

　
私
は
、
こ
の
国
の
長
所
と
短
所
は
ど
ち
ら
も
 

こ
の
『
寛
大
さ
』
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
 

す
。
自
分
だ
け
で
な
く
他
人
に
対
す
る
『
寛
大
 

さ
』
が
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
点
に
お
い
て
は
、
 

み
ん
な
が
毎
日
を
気
負
わ
ず
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
 

過
ご
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
は
こ
の
ア
メ
リ
カ
 

と
い
う
国
の
非
常
に
素
晴
ら
し
い
点
だ
と
考
え
 

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
が
度
を
越
し
て
し
 

ま
え
ば
、
『
自
分
さ
え
良
け
れ
ば
』
と
い
う
考
 

え
方
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
」
 

　
以
上
、
こ
れ
を
単
な
る
ア
メ
リ
カ
批
判
と
し
 

て
で
は
な
く
、「
そ
れ
で
は
日
本
は
ど
う
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
』
と
考
え
る
た
め

の
き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

      
 
 
 
 
先
月
の
コ
ラ
ム
で
は
、
外
国
人
が
 

　
　
　
　
日
本
で
生
活
し
て
い
く
上
で
の
難
し
 

　
　
　
　
い
点
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。
自
分
 

　
　
　
　
の
国
以
外
で
生
活
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
 

必
ず
生
活
に
不
自
由
な
と
こ
ろ
が
あ
る
は
ず
で
 

す
。
そ
こ
で
、
私
と
は
反
対
に
ア
メ
リ
カ
に
住
 

ん
で
い
る
日
本
人
は
ど
う
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
 

う
と
思
っ
た
の
で
、
学
生
時
代
に
知
り
合
っ
た
 

友
人
の
後
藤
さ
ん
に
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
聞
い
 

て
み
ま
し
た
。
彼
の
話
し
は
次
の
と
お
り
で
し
 

た
。
 

　
「
私
が
ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
て
い
て
、
最
も
 

日
本
と
の
違
い
を
感
じ
る
こ
と
は
、
度
を
越
し
 

た
『
自
由
』
と
、
そ
こ
か
ら
来
る
（
個
人
レ
ベ
 

ル
で
の
）
環
境
保
護
へ
の
無
関
心
と
い
う
こ
と
 

で
す
。
例
え
ば
、
私
の
住
ん
で
い
る
ミ
ネ
ソ
タ
 

で
は
、
ご
み
の
分
別
と
い
う
考
え
方
は
全
く
あ
 

り
ま
せ
ん
。
生
ゴ
ミ
も
電
球
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
 

も
紙
も
電
池
も
ス
プ
レ
ー
缶
も
、
果
て
は
ソ
フ
 

ァ
ー
ま
で
も
が
一
緒
く
た
に
同
じ
場
所
に
捨
て
 

ら
れ
、ゴ
ミ
の
収
集
業
者
が
持
っ
て
い
き
ま
す
。
 

ま
た
、
私
の
住
ん
で
い
る
ア
パ
ー
ト
は
家
賃
に
 

水
道
代
と
電
気
代
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
使
い
 

放
題
。
車
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ガ
ソ
リ
ン
 

の
値
段
も
日
本
と
比
べ
て
約
３
分
の
１
程
度
の
 

た
め
か
、
湯
水
の
ご
と
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

個
人
の
消
費
す
る
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
 

は
そ
の
ゴ
ミ
が
、
自
分
の
目
に
見
え
な
い
と
こ
 

ろ
で
環
境
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
 

う
認
識
が
薄
い
よ
う
で
す
。
 

  

45

16

59

,,,
2.5

60
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みんなの広場 みんなの広場 
長
谷
川
大
介
 

　
　
〔
松
　
尾
〕
 
さ ん 

好
き
な
西
会
津
の
風
景
は
？
 

　
銚
子
の
口
 

　
（
妻
に
西
会
津
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
 

　
介
し
よ
う
と
連
れ
て
行
っ
た
ら
、
ア
ブ
 

　
が
多
く
て
車
か
ら
出
て
く
れ
ず
見
て
く
 

　
れ
な
か
っ
た
か
ら
）
 

あなたの趣味・特技は？ 

　趣味：ツーリング 

　特技：ラグビー 

 

熱中していることは？ 

　色々なこと 

 

最近感動したことは？ 

　友人の結婚式 

自分を一言で表現するとしたら？ 
　頭が年を取っており、仲間 
　の会話についていけない。 
 
あなたのモットーは？ 
　若いうちの苦労は苦労では 
　ない 
 
次の方を紹介してください。 
　Ａ．Ｎさん（程窪） 

　
今
月
は
、
さ
ゆ
り
が
丘
の
安
田
と
し
子
さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
安
田
さ
ん
は
、
昨
年
６
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
健
康
な
土
づ
く
り
推
進
 

員
養
成
講
座
」
を
受
講
し
、
今
年
３
月
　
日
に
修
了
証
書
を
手
に
さ
れ
 

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
は
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
の
活
動
を
 

始
め
ら
れ
る
な
ど
、町
の
健
康
事
業
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
「
西
会
津
町
に
来
て
、
１
年
８
ヵ
月
に
な
り
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
 

と
な
っ
た
の
が
、
東
京
に
住
ん
で
い
た
と
き
に
目
に
し
た
新
聞
広
告
で
 

し
た
。
そ
こ
で
西
会
津
町
の
こ
と
を
知
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
の
町
が
掲
 

げ
る
『
百
歳
へ
の
挑
戦
』
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
に
共
感
し
た
ん
で
す
。
 

だ
か
ら
、
健
康
な
土
づ
く
り
や
食
生
活
改
善
活
動
に
も
参
加
し
て
い
ま
 

す
。
そ
の
他
に
も
、
健
康
体
感
ツ
ア
ー
や
飯
豊
の
集
い
に
も
参
加
し
ま
 

し
た
。
ま
た
、
福
祉
が
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、『
健
康
の
ま
ち
』
を
実
 

感
し
て
い
ま
す
。
」
 

　
そ
ん
な
安
田
さ
ん
の
元
気
の
素
は
、
 

　
「
毎
朝
の
散
歩
で
す
。
町
の
人
が
親
切
な
こ
と
も
西
会
津
町
の
良
い
 

と
こ
ろ
で
す
が
、
自
然
の
美
し
さ
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。
散
歩
は
、
 

片
道
１
時
間
か
け
て
主
に
八
重
窪
方
面
へ
行
き
ま
す
。
景
色
が
毎
朝
違
 

う
表
情
を
見
せ
て
い
て
、
そ
の
美
し
さ
に
『
わ
ぁ
ー
、
き
れ
い
』
と
毎
 

朝
感
動
し
て
い
ま
す
。
 

朝
も
や
が
か
か
っ
た
と
 

き
の
景
色
は
特
に
キ
レ
 

イ
で
す
。
そ
れ
と
、
お
 

い
し
い
も
の
を
食
べ
て
 

お
も
し
ろ
い
本
を
読
む
 

こ
と
で
す
。
特
に
ロ
ー
 

タ
ス
イ
ン
の
ラ
ン
チ
や
 

ミ
ネ
ラ
ル
サ
ラ
ダ
う
ど
 

ん
が
好
き
で
す
ね
。
本
 

は
、
海
外
の
ミ
ス
テ
リ
 

ー
小
説
。
読
み
始
め
る
 

と
一
日
中
読
ん
で
ま
す
。」
 

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　加藤恭央さん（４月号から） 
◆メッセージ◆ 
　結婚式楽しみにしてるぞー。 

散歩で見つけたヒトリシズカと一緒に 

27
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西会津診療所 
岡 崎 栄 和  
（下小島） 

健康福祉課 
三 浦 千 早  
（１町内） 

農林課 
飯 嶋 竜 太  
（10町内） 

総務課 
佐 藤 晋 子  
（杉　山） 

     　
５
月
　
日
か
ら
奥
川
診
療
所
の
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。
 

　
場
所
は
、
奥
川
支
所
に
併
設
し
て
い
る
旧
奥
 

川
給
食
セ
ン
タ
ー
で
、
西
会
津
診
療
所
の
医
師
 

が
出
張
し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
 

　
診
療
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
　
▼
診

療

曜

日
　
月
・
金
曜
日
 

　
　
▼
診
　
療
　
科
　
内
科
 

　
　
▼
診
療
開
始
時
間
　
午
後
２
時
か
ら
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
　
　
 
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

 ◎
退
　
職
【
３
月
　
日
付
】
 

 
山
形
孝
一（
総
務
課
）
山
口
幸
平（
総
務
課
）
 

◎
新
採
用
【
４
月
１
日
付
】
 

      
抱
負
　
町
民
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を
支
え
る
 

 
 
 
医
療
を
、
良
き
相
談
相
手
と
な
り
、
協
 

 
 
 
力
し
て
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

     　
抱
負
　
健
康
な
百
歳
へ
向
け
て
、
町
民
の
み
 

　
　
　
な
さ
ん
と
一
緒
に
体
力
づ
く
り
に
励
み
 

　
　
　
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

     　
抱
負
　
様
々
な
視
点
か
ら
町
を
見
つ
め
、
町
 

 
 
 
の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

     　
抱
負
　
町
の
方
々
と
共
に
向
上
し
て
い
け
る
 

 
 
 
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
 

　
　
　
て
い
ま
す
。
 

   　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
保
健
 

福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
 

方
が
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
場
合
は
、
１
人
に
 

つ
き
１
回
線
（
１
契
約
）
の
基
本
使
用
料
、
付
 

加
機
能
使
用
料
が
　
％
割
引
に
な
り
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
各
携
帯
電
話
取
扱
店
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

  　
県
内
企
業
へ
の
就
職
支
援
と
し
て
「
ふ
く
し
 

ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
▼
対
象
者
　
大
学
等
を
来
春
卒
業
予
定
の
学
 

 
 
 
 
 
 
生
や
未
就
職
卒
業
者
 

　
▼
日
　
時
 
５
月
　
日
　
　
午
後
１
時
か
ら
 

　
　
　
　
　
　
▼
場
所
 
会
津
若
松
ワ
シ
ン
ト
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ホ
テ
ル
 

　
　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
　
　
　
　
　
県
庁
雇
用
対
策
グ
ル
ー
プ
 

 
 
 
 
 
 
 
　
０
２
４
│
　
│
７
２
１
２
 

   　
　
　
　
　
　
来
春
卒
業
予
定
の
中
学
・
高
校
 

　
　
　
　
　
生
の
採
用
を
検
討
し
て
い
る
事
業
 

　
　
　
　
　
主
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
求
人
受
 

　
　
　
　
　
理
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
▼
日
時
　
６
月
８
日
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
か
ら
 

　
　
　
　
　
▼
場
所
　
喜
多
方
プ
ラ
ザ
 

　
　
　
　
　
【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
　
　
　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
喜
多
方
 

 
 
 
 
 
 
　
０
２
４
１
│
　
│
４
１
１
１
 

  　
今
ま
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
 

た
人
は
、
４
月
以
降
の
更
新
申
請
か
ら
介
護
認
 

定
の
有
効
期
間
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。
 

〔
有
効
期
間
〕
 

 
変
更
前
 
 
 
 
 
 
 
変
更
後
 

 
　
原
則
６
月
間
 
 
 
 
 
原
則
　
月
間
 

〔
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合
〕
 

 
変
更
前
 
 
 
 
 
 
 
変
更
後
 

 
 
最
長
　
月
間
 
 
 
 
 
最
長
　
月
間
 

 
な
お
、
要
支
援
認
定
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
 

り
、
最
長
　
月
間
と
な
り
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
 
健
康
福
祉
課
介
護
国
保
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
４
 

45

45

521

31

12

24 12

12

50
28

30
22

（金） 

（火） 

　総務省では、西会津町を担 
当する行政相談員として次の 
方を委嘱しています。 
 
　山　本　義　子　さん 
　　住所　９町内２ 
　　電話　４５－２１４４ 
 
　行政相談員は、国の仕事を始め、ＮＴＴなどの特殊 
法人等の仕事についての苦情や意見・要望を受付け、 
その解決のお手伝いをするものです。 
　５月17日（月）から23日（日）までの１週間は、「春の行 
政相談週間」です。町では、次のところで相談所を開 
きますので、お気軽にご利用ください。また、合わせ 
て特設人権相談所を開設しますので、いじめや家庭内 
の問題・近隣間のトラブルなどがあれば、この機会に 
ご相談ください。相談は無料で秘密は堅く守られます。 
 
　　　　　　　　行政相談・人権相談 
◆日時・会場　５月18日（火） 
　　　　　　　　　午前９時30分～正午　新郷連絡所 
　　　　　　　　　午後１時30分～４時　奥 川 支 所 
　　　　　　　　５月19日（水） 
　　　　　　　　　午前９時30分～正午　保健センター 
　　　　　　　　　午後１時30分～４時　町 公 民 館 
◆行政相談員　山本義子さん（9町内2） 
◆人権擁護委員　薄上幸一さん（３町内） 
　　　　　　　　佐藤栄一さん（出ヶ原） 
　　　　　　　　伊藤岩雄さん（　塩　） 

10
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伊　藤　花　江（85）健二郎　　母　　５町内 

樋　口　キミノ（80）勝　美　　母　　9町内1 

小　林　モ　ト（84）幸　三　　母　　9町内2 

三　留　巳之吉（88）良　作　　父　　森　野 

齋　藤　ヒ　サ（80）晃　彦　　母　　尾　登 

藤　原　寅　男（69）織　江　　父　　屋　敷 

薄　　　榮　一（78）キヨ子　　夫　　高　目 

山　口　國　栄（73）サ　ダ　　夫　　新　町 

 

◆日時　５月 7日（金） 
　　　　　　27日（木） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

5月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

5月10日（月） 納期限 

5月31日（月） 納期限 

○土地改良区一般賦課金（全期） 

人　口　　８，９８４人　　　－７０人 
　男　　　４，３６６人　　　－４０人 
　女　　　４，６１８人　　　－３０人 
世　帯　　２，９７０世帯　　－１９世帯 

〈前月比〉 

喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
柳　津　町‥ 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
会津高田町‥ 
 
喜 多 方 市‥ 
（０２４１） 
会津若松市‥ 
（０２４２） 
 
会津坂下町‥ 

猪 苗 代 町 
会津若松市 
 
喜 多 方 市 
会津若松市 
 
西 会 津 町 
会津若松市 

長 谷 川 歯 科 
お ん だ 歯 科 
 
松　崎　歯　科 
加　藤　歯　科 
 
渡　部　歯　科 
加 羽 沢 歯 科 

（０２４２）６２－２５２５ 
（０２４２）２２－６３１１ 
 
（０２４１）２４－４２２１ 
（０２４２）２４－０５５０ 
 
（０２４１）４５－３０１１ 
（０２４２）２６－０４１８ 

２４－３３３３ 
２１－１５１５ 
４２－２３３４ 
２８－８８６８ 
２７－４６０１ 
２７－０８６２ 
 
２４－５０２１ 
２２－５９００ 
２７－２２６６ 
２７－７６８６ 
３９－２０１０ 
５５－０３８８ 
 
２２－５３２１ 
２２－０２６４ 
２６－６１８１ 
２４－０８３０ 
２６－４１３３ 
８３－２３１１ 

5月16日 

23日 

30日 

5月16日 

23日 

《会津管内》 

《会津管内》 

〈敬称略〉 

鳴　　瀬　　病　　院 
あきもと整形外科クリニック 
柳 津 町国保診療所 
蛯 谷 ク リ ニ ッ ク 
いとう子どもクリニック 
米　　山　　眼　　科 
 
有　　隣　　病　　院 
い　と　う　眼　科 
永峯内科小児科医院 
森 田 小 児 科 医 院 
いがらし耳鼻咽喉科 
こばやしファミリークリニック 
 
佐　　原　　病　　院 
猪　　俣　　医　　院 
徒 之 町 ク リ ニ ッ ク 
さ とう小児科医院 
仙波耳鼻咽喉科医院 
菅　　原　　医　　院 

高　橋　龍之介　　正人・野子　　西　原 
りゅうのすけ 

30日 

　精神的な悩みで困っている人やその家族に、精神 
科医師や臨床心理士が相談に応じます。 
　事前に予約が必要です。 
　　　◆日　時：５月２０日（木） 
　　　　　　　　　　２４日（月） 
　　　　　　　　　午後１時30分～午後３時30分 
　　　◆場　所：会津保健福祉事務所 
【申し込み・問い合わせ先】 
　　　会津保健福祉事務所   
　　　　　　０２４２－２９－５２７５ 
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▼
家
族
サ
ー
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お
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れ
に
な
っ
て
い
る
方
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、
そ
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方
も
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。
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